
輯艶ま、山梨県知事選挙の投票日です：　間合先選挙管理委員会
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i態藍忘れず齢の加入手続きを，間合先嵩器驚芋
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任
期
満
了
に
伴
い
、
山
梨
県
知
事

選
挙
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
選

挙
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
揃
っ
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

告
示
日
　
1
月
1
3
日
（
木
）

投
票
日
　
1
月
0
0
日
（
日
）

1
時
～
2
0
時

開
票
日
　
1
月
0
0
日
（
日
）

2
1
時
1
5
分
～

開
票
場
所
　
市
役
所
3
階
大
会
議
室

投
票
で
き
る
方

平
成
3
年
1
月
3
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
日
本
国
民
で
平
成
2
2
年
1
0
月
1
2

日
以
前
に
都
留
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
住
所
を
有

し
て
い
る
方
。
ま
た
、
都
留
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
2
2
年
1
0
月
1
3
日
以
後
に

県
内
の
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た

方
は
転
出
先
の
市
町
村
で
発
行
す
る

「
引
き
続
き
山
梨
県
内
に
住
所
を
有

す
る
証
明
書
」
（
居
住
証
明
書
）
が
あ

れ
ば
本
市
で
投
票
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
2
回
以
上
県
内
の
市
町
村

間
で
住
所
を
移
し
た
方
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
な
い
方

○
公
民
権
停
止
者

○
平
成
2
2
年
1
0
月
1
3
日
以
降
に
転
入

の
届
け
を
さ
れ
た
方

○
投
票
日
（
期
日
前
投
票
日
）
ま
で
に

県
外
へ
転
出
さ
れ
た
方

期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
そ
の
他
の
理
由

で
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
を
い

方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

期
　
間
　
1
月
1
4
日
（
金
）
～
2
9
日
（
土
）

8
時
0
0
分
～
2
0
時

※
土
・
日
曜
日
も
可
能
で
す
。

場
　
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

題
投
票
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

第
4
投
票
区
投
票
所
（
谷
村
第
二

小
学
校
）
及
び
第
9
投
票
区
投
票
所

（
禾
生
第
一
小
学
校
）
に
つ
い
て
は
、

投
票
所
の
場
所
が
小
学
校
体
育
館
か

ら
特
別
教
室
へ
変
更
し
ま
す
。

※
選
挙
当
日
は
、
看
板
を
ど
で
案
内

表
示
を
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
、
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

義
務
と
権
利

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
2
0
歳
か

ら
0
0
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
1
号

被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
市
民
生
活

課
年
金
・
医
療
担
当
で
直
接
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
2

号
被
保
険
者
の
方
や
、
第
2
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
3

号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
で
加

入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

臆
学
生
納
付
特
例
制
度

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

臆
保
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。

臆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

保
険
料
免
除
制
度
の
所
得
審
査

は
、
申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得
も
審
査
の
対
象
と
な

る
た
め
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

親
（
世
帯
主
）
と
同
居
し
て
い
る
若
者

は
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
が
少
な

い
若
年
層
の
方
が
、
保
険
料
免
除
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将

来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
を
院
止
す
る
た
め
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
、
保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る

制
度
で
す
。

こ
れ
ら
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て

い
る
と
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
猶
予
・
免

除
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


